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浜 田 邦 彦
   A CASE OF ADENOMATOID TUMOR OF THE EPIDIDYMIS 
                        Kunihiko HAMADA 
       From the Department of Urology, Hiroshima University School of Medicine 
                        (Director  : Prof. T. Kato M. D.) 
   A case of adenomatoid tumor of the epididymis arisen in a 18 years old male is re-
ported. A brief review of literatures is made on this disease. It is supposed that the 
case is the 12 th. reported one with detail informations in Japanese literatures.
1.緒 言
いわ ゆるAdenomatoidtumorなる 語 は
Golden&Ashv(1945)に依 るが,副 睾丸 に
於 ける本腫瘍 は 欧米 に於 てはLongoeta12,
(1951)の蒐集 せ る原発性副睾丸腫瘍 の134例中
71例(53%)を占め,そ の他 の報告例を合せ る
と100例をかな り上 まわ ると推 測 され るが,本
邦に於 ては未だ意外に少な く文献上 の報 告例は
酒徳等3'(1961)の昭和36年迄の9例,最 近 の
三木4,(1962),土田5)(1963)の各1例 を加
えて現在迄11例を数 えるに過 ぎない.著 者 は最


















手術時及び肉眼所見,左 副峯丸尾部に接 し碗 豆 大
(10×12×9mm),球状 灰 白色,表 面平滑,弾 性硬の
腫瘤を認む(Fig.1).睾丸及び周囲組織 との癒着なく















元来睾丸 に於 け る原発性腫瘍 は良性,悪 性を
問 わず比較的少 ない.従 つてそ の組織 分類 もか
な りまち まち であ る(表1)Hinmanら6,
(1924)は21例,Thompson7)(1936)は61例,
Longoら2)(1951)は世 界の文献 中134例を蒐
集 し表2の 如 く分 類 し そ の 内Adenomatoid
tumorは71例(53%)を占め原発性 副睾 丸腫瘍
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瘍 を蒐 集 しその内Adeno.ma.toidtumorとして
は4分 の1に 充 たず,酒 徳 ら3)(1961)も本邦 に
於 け る文献 上の報告 例を集め 自験例を加 えて9
例 としその後の文献上の報告 は三木4,(1962),
土 田5)(1963)の各1例 で著 者 の自験例が第12
例 目である と思 われ る(表3参 照).か ように
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Table3.我国 に 於 け る副睾 丸 のAdenomatoidtu皿orの報 告 例(9迄 は 酒 徳 に よ る)
報告者 発表時期年 令 位 置 主 訴 処 置 大 き さ 術前診断 組 織 診 断
1 坂 ロ 大正6 32 尾(?) 腫 瘤 副睾丸摘除 20×15×23 ? Adeno皿yoma
2 中 村 昭和14 37 頭～体(R)
〃 腫瘤 摘 除 23×15×7 副睾丸腫瘍 Ly蝕蜘gioma
3 野 間 〃24 37 尾(R) 聖丸痛 除 睾 2 副聖丸結核 〃
4 原 田 〃25 38 頭(L) 腫 瘤 副睾丸摘除 8×6×4 〃 上 皮 性 腫 瘍
5 南 〃31 47 尾(R) 〃 ? 10×8×7 副聖丸腫瘍 Adeno田atoidT.
6 南 〃31 29 尾(R) 〃 副聖丸摘除 25×18×15 副睾丸結核 〃
7 百 瀬 〃34 50 頭(L) 〃 腫瘤 摘 除 碗 豆 大 副睾丸腫瘍 〃
8 酒 徳 〃36 35 頭(L) 〃 除 睾 〃 副睾丸結核 〃
9 酒 徳 〃36 40 尾(R) 〃 副睾丸摘除 12×8×8 副寒丸嚢腫 〃
10 三 木 〃37 30 尾(L) 〃 〃 6.5×4.5×4.O 副睾 丸 炎 〃
11 土 田 〃38 33 尾(L) 〃 〃 14×10×8 副皇丸結核 〃
12 著 者 〃39 19 尾(L) 〃 腫 瘤摘 除 10×12×9 副睾丸嚢腫 〃
1 甲 .¶ 1
り現在恐 ら く百余例をかな り超す もの と考 え ら
れ る.AdenomatoidTumorなる名称 は前述 し
た如 くGolden&AshV,L'ongo2)らがそ の病
理組織学酌所 見か ら名付けた もので今 日最 も広
く用い られてい るが過 去には これを腺癌 とした
もの もいて現在 で も尚その組織発生については
諸説 があ り一 定 していない.し か しその組織学
的所 見及 び臨床経過 か らは,ご く普 通にみ られ
る副睾丸 に於 け る良性腫瘍 であ る点はほぼ間違
いない.AdenomatoidTumorについ ての一般
的見解 につ いては 既 に本邦 に 於 いて も先 人南
他15,(1956),百瀬他le}(1959),酒徳 他s)(1961),
三 木4,(1962),土田5}(1963),野中他「w(1964)
等 の報告 の中にかな り詳細 に述 べ られ て居 るの
で これ らを参考 に し乍 ら簡単 にその臨床 的特徴
及び病理組織学 的所 見 と自験例 と対比 させ て観
察 しなお その組織発 生につ いて現 在迄 の諸説 を
簡単に記 してみ る.
まずその頻度 であ るがLeeig,(1950)らは
MayoClnicに於 け る80万人 の入院患者(1910
～1949年迄 の40年間)の 内17例のAdenomatoid
tumorを報 告 し47,000人に1人 の割 合 であつ
た と云 い,又Flickingeri4}ら(1960)はTen-
nesy,Memphisに於 け るHospitalKennedy
に於て過去13年間の15万人 の患者 の内4例 の本
腫瘍 を発見そ の率 は37,000人に1人 の割合 と云
う.も ともと原発性 の副睾 丸腫瘍 その ものが稀
である所 か らそ の頻度 はかな り低 い。 本邦 に於
ても第3表 に示 す如 く現在迄 の文 献上 の報告 例























右側5例,尾 部8例 で頭体部に比 して圧倒的に
尾部に多い,肉 眼的には大きさも小指頭大から




















維 が疎 な るものか ら密 なるもの迄種 々な割合 で
存在せ る結合織性 でその中に リソパ球 の浸潤 の
存在 が認 め られ又 間質中に散在 性に平滑筋線 維
がみ られ る所 もあ る.こ れ らの腫瘍 部分 をGo-
1den&Asho(1945)はSolidcord-1ike,2)
microfollicular,3)macrofollicularの三型 に
分類 している.(組 織化学 的特徴 については省
略す る.)
以上が本腫瘍 の概略 であ るが,本 腫瘍 の組織
発生Histogenesisについては現在 尚定説 がな
いがJackson20,(1958)はこれ迄の諸説 を大 き






で あ る.こ の 内1)に ついてはHalpert22,
(1941),Malisoff&Helpern23)(ユ943),More-
head24)(1946)等に よつて説え られ たが,こ れ
らの説 では本腫 瘍が性器 に局在 す ることについ
ての説 明が期待 し得 ず細 胞形 態,管 腔 内容 等の
点 か らRankin25)(1956)はこれ に反対 し現在
では本 説は既に古典的な もの となつ ている.
2)に つい ては 坂 口2。)(1916)が提 唱 し,
Blumer&Edwards27)(1941)Falconer29)
(1947),Longo,McDonald(GThompson2)
(1951)等に より支 持 され最 近で は酒 徳 ら3'
(1962)が自験 例の組織所見 か ら胎 生 学 的 に
Mesonephrictubule(中腎細管)に 由来 す る
遺残組 織で あるGiralde'sbodyと考 えられ る
組織 とAdenomatoidtumorを比較 し両者に




ことを示 し多分 これ らの腫瘍 は漿膜 を被覆す る
細胞(Mesotherialce11)から発生 した もの と
し,Mesotheliomaと呼びAmbroselo,(1953)




発生す るMesotheliOlnaは空胞形成,腺 様 配列
を欠 き腫瘍 の上皮様細胞がMesothelialcellと
異なつ てい る点 などか ら この説 に反対 した,
4)に ついてはSundarasivarao29)(1953)に
よつ て 提 唱 され た もので腫 瘍 の発 生 位 置 と
MUller氏管痕跡 の位 置が一致す る こと,腫 瘍













以上本腫瘍 の組織発生 について概 略的な文献
的考察 を試み たが現在 の所 では結論 ずけはな ら
ないがAdenomatoidtumorはWolff氏管,














3)酒 徳 ・他;泌 尿 紀 要,8:48,1961.
4)三■木:臨 昇木皮 泌,16=329,1962.
















15)南 ・他:臨 躰 皮 泌,10:100,1956.
ユ6)百 瀬 ・他:泌 尿 紀 要,5=1234,1959.






















(1964年12月15日特 別 掲 載 受 付)
